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1 .前 rill~'ìî宇 iJ12Eの{jfg誌について

2 .北i釘道';;])]沫式会社泊充電話iの原子炉の設置(1号および2号原子炉の設置)iζ係る

安全性について

3. i ~ヒ海道電力株式会社泊発電所の原子炉の設置( 1号および2号原子炉の設置)Iζ係

る公開ヒアリング」における怠克等について

4 .その他

以上
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1 .立地条件

( 1 )地震

① 歴史の浅い北海道において、過去の地震をどのように調査したのか。当

地方の歴史地震としては、どのようなものがあり、その被害はどの程度で

あったのか。また、今後そのような地震が起こる可能性はあるのか。

1 .過去の地震については、 「発電所用原子炉施設に関する耐震設計審査指針J(こ基づ

き、敷地又はその周辺地域((気象庁震度階V以上の地袋劫を与えたか又は与えたと推

定される地震を考慮し、調査・検討を行う乙ととなっている。

2 .北海道において記録lζ現われる最初の地震は 164 0年の駒ヶ岳噴火による火山性

のものであり、乙の頃からのものは「日本被害地震総覧」、 「理科年表」等lこより過

去の地震記録、古文書を整理し、 E主央位置やj由渓税援が科学的に検討されている。?自

発電所の調査においては、これらの文献に基づき、敷地及びその周辺地域lこ影響会与

えたか、又は与えたと推定される地践を取り上げて検討している。

3 .過去のiI!!i:主による敷地への影響刷会討した結果、敷地における震度が一般家屋の輪

部!こ被害が発生しはじめるとされている気象庁震度踏級v(強淡)以上と推定される

ものはないとし、気象庁震度階級IV(中震)程度と推定されるものとしては次の4

つの地震を選定しており、その選定は妥当なものと判断した。

. 1 7 9 2年後志の地震(マグニチュード (M)=6.9，;R央距離(6.)=52km) 

. 1 905年神威仰I'i'の地震 (M=5.8 ， 6. =15km) 

. 1 9 4 0年神威仰沖の地震(1)1=7.0，6.=144 km) 

. 1 9 4 7年留萌西方の地震 (M=7.0 ， 6.=94km) 

<1.:1也良の再現世については、現在、その再来日寺j羽及び規模を明確にする乙とは不可能

とされている、したがって過去に起こった地震は|同じ場所に、同じ程度の大きさの色

のが起こると想定し、耐震設計にあたっては、この中でyitl也lζ与える影響が大きいと

日 う t，沼市宮古宮戸苧」
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考えられる 17 9 2年後志の地震、 19 0 5年神威l叩沖の地震を設計局最強地震と

して考践することとしている。
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@ 最近、近接して分布する断層を一連の断層系とみなすという報告もあるが

黒松内地域の断層群はどうか。また、これらの一連の断層系が同時に活動す

る可能性はあるのか。

し寿古ij~湾から長万部にかけての黒松内低地帯lζ は、 「日本の活断層J (活断層研究会

， 1 9 8 0年)tζよれば、活断層であることが維実としている(確実皮 1)リニアメ

ントが5条、及び活断層であると惟定している(確実皮II)リニアメントが 13条記

l/i.¥されている。

2 .黒松内低地税での調査においては、乙れらのワニアメント!こ関し、文献1dl査及び空

中写真判読を行うとともに地質調査を実施し検討している。その結果、第四紀後期ω

活動が認められる活断層としては白炭東と白炭酋のリニアメントがあり、両者を合わ

せて長さ 8krnの活断層とし、白炭東と白炭西のリニアメントの南方の一部には、活

断層の疑いのあるリニアメントが認められるとし、その他のものはリニアメントlζ相

当する断層がないこと、及び差別侵食地形、 l日j毎食産又は!日河食患を反映したものと

考えられる乙とから活断層とは考えられないとしている。

3 .原子炉安全専門審査会における調査審議においては、申請選等を参照するとともに

現地調査を災地し I発電用原子炉施設に関する耐波設計審査指針J:己ftllらして検討し

た結果、上記の活断層及びリニアメントは、いずれも敷地から遠くその税援も小さい

ことから敷地!と及ぼす影響は想定される地震よりも下回る乙とが明らかであるので、

耐笈設計上考慮する必要がないとしていることは差し支えはいものと判断した。

4. 2.の活断層と活断層の凝いのあるリニアメントt;J:互いに自Et'tて分布しており、 5

8年9月の地震学会での報告のように黒松内低地搭のリニアメントをー続きのi首r，l官系

として考慮する必要はないと判断した。
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③ 陸域及ひ海域の断層の訓査はどのような方法で行なわれたのか。

y自発電所の近くにある発足のリニアメシトが活断層であるとの疑いもある

が、 このリニアメントの調査方法及び調査結果はどうであるか。

1 .活断層とは、地質学的lζは第四紀(約 180万年前以降)に活動した断層であって

将来もj百劫する可能性のある断層をいう。原子;J]発電所の巡訟に当つては、耐災設計

上考慮すべき活断層として、第四紀の中でも、 その後半末期にあたる 5万年前から現

在までの期間1<:活動した活断層を考慮の対象としている。

2 .泊発電所における、|建材;及び海域の断層の調査方法は以下のとおりである。

( 1 )陸域については、黒松内低I出荷Jを含め敷地の中心から半径約 50kmの範囲lと

つい;て「日本活断層図」 (地質調査所， 1978i]三)、 「日本の活断層」 (i首i却f

層研究会， 1 9 8 0年)等関連の断層分布図及び既往の文献の詳細な調査、並び

lζ空中写真判読が行なわれるとともに、必要11:応じて地質調査、ボーリング調査

各濯物理探査が実施されており、断胞の位置、長さ、 j百ー効皮等が検討されている

。

( 2 )海I坊については、 「海底地質椛造図」 o毎上保安庁水路告1¥，武蔵准・ 1972 

年 、石狩i湾・ 1972年、室前併1・1974年、積丹半島付近・ 1975年、

奥尻島北方・ 1975年)、 「北海道周辺日本海およびヰホーツク海域広域海底

:Hil質図」 (i也質調査師、 1 9 7 9 :tF-)、 「日本の活断層」 (活断層研先会， 1 9 

8 0 年)等の関連資料の調査が行なわれるとともに、数地前面j毎j~Jtの汀線方向約

5 0 km 、沖合方向約 35 kmの範囲及び主要な文献断層周辺で海上音波探査が実

泌され、lDiJ岳の位置、長さ、 j百効度等が検討されている。

( 3 ) これらの調査の結泉、耐震設計上考慮すべき活断層として陸I誌の夜、弁川断層、

及ひ'海域の神威仰西側断層、 Fs-3断層、 Fs-6断層の各断層が選定されている。

( 4 )以上の陸J~，~及び海域の断層の調査内容、ilJ，~査結果、並び[とそのi言4貸出己ついて
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「原子力発電所の地質、地盤lζ関する安全審査の手引きJIとJ!(¥らし検討した結果

妥当なものであることを確認した。

3 .発足のリニアメ νトの調査方法及び調査結果は以下のとおりである。

( 1 )発足のリニアメントは、 「日本の活断層」によると泊村盃の束万から共和田J図

窟の北凶lζ至る聞に位置し、活断層の疑いのある確実皮lITのもので、その長さは

約 16 kmとされているものであるo

( 2 )当リニアメントの調査方法については、 「日本の活断層」を含め文献調査を行

うとともに、空中写真判読を実施しリニアメントの位置及び長さ等について検討

している。さらに盃の東方から発足川!とかけての山地部のリニアメントについて

は、詳細な地質調査を実施し、リニアメントlζ相当する断層の有無を検討してお

り、また発足J11から国富の北西!とかけての平野副I1のリニアメントについては、ボ

ーリνグi17J堂、 5単位以刻家主主等lこよりリニアメント周辺の地質成迭を部査するとと

も!こ、地質調査及び地形面調査により第四紀後期のj舌効性について・検討している。

上記の当リニア j ント[ζ対する調査方法及ひ:{言板性については、 「原子力発電

所の地質、地盤!と関する安全審査の手引きJIとJ!s.らした結栄妥当なものであるこ

とを磁認した。

( 3 ) ( 2 ) の前査の結巣、山地部のリニアメントについては、fOi第三紀中事ii1tの茅

沼宗:層及び市平累!雪中lζ リニアメントlζ相当する断層は認められず、 リニアメン

トは、地質jj~界、割れ目密集部、熱水変質lζ伴う差>3ti侵食告反映したものである

とし、平地部のリニアメントについては、 リニアメントをfj¥jh記する三角末端函イ寸

近で実施したボーリング調査、 I単位波探査者ーからもリニアメ ントl己相当する断層

の在在を首定する地質構造は認められず、地'f!l.WlJ主主及び地形回調査からも第四紀

後期の断層変位を示唆する徽伎が認められないとしている。

(4 )原子炉安全専門審査会の調査審議においては、府総書等1<:基づき検討し、さら

Ic:現地調査をも行った結果、発足のリニアメントについて第四組後必jのUJiJ習変位

を示唆する徴候が認められないとしていることは妥当なものと判断した。



• • 

( 2 )地 盤

① ?自発電所の地盤は、傾斜した互層よりなるが、地議時tc::地盤が異常な綴動

性状を示す乙とはないのか。

1 .敷地の地盤は、主として新第三紀中新世の凝灰角際岩、凝灰岩、 i疑灰jzi泥おからな

っており、その地層は山側から海側へ向って 30。から 50。程度で傾斜する構造と

なっている。

2 .地震波の伝わり方は、岩盤の筏度や弾性lζ関係する。乙れらに対する調査としては

ボーリング調査、岩石・岩盤試験、弾性波試験等が突施されている。その結果、密度

は1. 9~2. 3g/cm'、弾性波の，f>>~~皮速皮は約 1. 1~1. 5km/sであり、銀効

i山犬と心う観点からほぼ1包貨な岩盤であること、及び上記の試験結果lこ基いて尖胞し

た地震波の伝播特性の解析結果からも、原子炉設置地盤は地震時lζ異常な振動の増幅

を起乙さないものと判断した。

3 .また、試i屈坑における常時ilU劾測定及び敷地内での地震観測の結』裂から、異常な振

効性状を示す傾向l立見られない乙とを確認した。

4 .以上のことから、敷地の地盤は地筏時lζ呉'，%な振動性状を示すことはないと判断し

fこ。
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| ② ?自発電所の基礎岩盤の支持力は 1-分か。また、基礎岩盤の岩貿が異なるこ

! と、地震時lζ小断層や割れ目lζ沿ってすべりが生じる乙となどにより不等沈

下を起こす乙とはないのか。

1 .原子炉設置地盤l立、上部が凝灰角際岩、凝灰岩を主体とし、一部安山岩溶岩、軽石

凝灰岩等を伴う火砕岩層からなり、下部が凝灰質泥嶺を主体とする凝灰質泥岩層から

なる全体としては~~硬な岩盤であるが、破砕I[怪 1 0 cm以下で連続性の乏しい断層が

数条確認されている。

2 .悲礎岩盤の支持力については、試|屈坑内における平盤戦荷試験の結果、 2主従岩盤lζ

14 Okg/c rrfを戦荷しでも破壊しない乙とが絞められており、 1号及び2号炉の常

H寺のÎ~地圧約 5kg/c m'、地震時の最大接地圧約 12 k孟/cm'からみて、基礎岩盤(j

十分な支持力を有している色のと判断した。

3 .すべり及び沈下lと対する安全性については、ボ リング調査、試i屈坑調査等から得

られに各1お級及ひ1却11習の分布状i兄、並びに岩石・岩盤試験の結果を評価して原子炉設

置地盤を数条の断層も含めモデル化し、地震時の安定性について解析を行なっている。

この解析の方法は妥当なものであり、解析の結栗原子炉設置地盤は十分な安定住を

有していることを確認した。

4 .以上のことから、基礎岩盤が地iIi時lこ安全上支障のあるすべりや不等沈下を起こす

ことはないと半H悶jした。
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@ 原子炉肱設背後ののり面において地すべり、雪崩れなどが起乙ることはな

いのか。また、乙れらは対してどのような対策がなされるのか。

し原子炉施設背後の切取りによって形成されるのり商は、その高きが50 m程度、平

均勾自己は上部で約 20。、下部で約32。である。

2 .地すべりについては、地質調査、ボーリング調査、岩石・岩盤試験から、その大部

分が堅硬な岩盤からなっており、乙れらの調査・試験結果lζ基づいて実施した安定解

析からも、地震11寺lζ地すべり等を超乙すおそれがないものと判断した。
ヲ4

3 .雪崩れについては、文献によるとのり面の勾配が 350~55 。程度の時lζ起こり

やすいとされているが、原子炉胞設背後ののり面については、その高さ及び勾配から

みて一般に雪崩れは発生しにくいと考えられる乙とから、雪崩れが原子炉施設の安全

性lζ影響を及ぼすことはないものと判断した。

4 .さらに、安全上の配慮からのり面の保護、雨水の排除等の適切な対策を行うことに

しており、原子炉胞設背後ののり面は安全なものであると判断した。

申 ffJil¥&雪工学ハンドブックJ (日本建設機械化協会編、 1977年)

ヤ古ザマー句'守宅~壁内Tで哩=
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( 4 )海象及び自然環境

① 津波による水位上昇について、満潮と重なった場合の最大潮位が4. 1 m 

程度としているが、その根拠は何か。また、その場合原子炉施設の安全性lこ

影響はないのか。

1 .敷地付近で記録された過去における最大の津波は、 194 0年の神威岬沖の地震(1:

よるもので、津波の高さは岩内で 1.7 mである。

2 .津波による水位上昇については、海域の活断層による津波の規模について検討を行

い、その結果欄附側断層の位置哨震地体構造上想定したマグニチュード 7寺
の地筏による場合が最も大きいと推定されたので、乙の地援による津波の数値シミ品

レーションを行い詳細lζ検討している。

3 .上記の結果を総合し津波の水位上昇を最大4m程度と推定し、これが仮lζ期妥平均

j尚潮時 (T.P.十O.04m) と重なったとしても 4.1 m程度としている。

4 .本原子炉施設の主要構築物は、標高十 10m以上の敷地面[己設置されることとなっ

ており、 J.(;i子炉施設の安全性は損なわれることはないものと判断した。
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② 1自発電所周辺の火山が原子炉方面設の安全性lζ影怨を及ぼす可能性はないの

か。

1 .活火山については、理科年表(東京天文台、 19 8 3)によると、火山の活動性と

噴火の社会的影響の程度から火山活動監視の必要性の大きい方から、 A、B、Cの3

級t<::分類されている。 敷地周辺で第四紀t<::活動したとされる羊蹄山やニセコ火山群は

活火山とはされておらず、乙れら 3級のいずれにも属していない。

2 .第四紀完新世にかけて活動したとされる羊蹄山は敷地から 33kmの位置にあるが

、乙の火山活動による火砕流及び降下火山灰等の分布範囲は敷地lこ及んでいない。ま

た、現在のところ火山性の地震、噴気活動、山頂部の;域異常等の火山性の異常現象は

認められていない。

なお、ニセコ火山富下の活動時期l士、~蹄山より高いとされている。

3 .これらのことから、敷地周辺の火山は、近い将来活動することはないと考えられて

おり、原子炉絡設の安全性lこ影響を及ぼす可能性はないと判断した。
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( 2 )耐u~設計

泊1，2号炉では、耐震設計において、どのような地震を想定しているのか。

また、耐震設計は具体的にどのようになされるのか。

し原子炉の耐震設計の2吉礎となる基準地震動は、設計局長ー強地震及び設計局限界地震

によって、それぞれ基準地震動Sl、及び基準地震動S2の2極類が策定されることと

なっている。

( 1 )基準地震!日OSlは、過去の地震と敷地周辺の活ー断層について検討した結果、 1

7 9 2年後志の地震(マグニチュード 6.9，震央U-E隊52 km)、19 0 5年

初1腕1;IViljlの地践(マクニチュ ド5. 8 ，震央~Ii隊 1 5 km)、及び敷地前面海

j}i.QのFs-3断層による地震(マグニチュード 6. 6，震央距離 36 km)告設計

Jijl刷出地震として考慮し、その最大速度険協告 14. 1カイン (cm/s)として

いる。

( 2 )基準地震動82は、敷地周辺の活断層や1自由主地体構造について検討した結果、

周辺海域の神威MV西側断層による地震(マグニチュード7.7，震央距離87 k 

m )、rJA地fJij国海li!xのFs-6IlJiJi1:iによる地震(マグエチュード 6.4，渓央距離
2 21<m)、赤井川断隠による地震(マグニチュ ド5. 8，筏央距離23km) 

及び地震j也体ilむ卓による地技(神威1~1ìl西側断層の位置にマグニチュード 7 3/4 

を設計局限界地混として考慮し、その最大速度i辰l福を 19 .。カイン (cm/s) 

とし、更に直下地渓(マグエチュード 6. 5，震源距離 10 km)についても設

計苅限界地誌として考慮し、その最大速度振11'認を 14. 8カイン (cm/s)とし

ている。

2 • J'京子;JJ発電所の起物や機械等の耐震設討においては、 「発電用原子炉施設に関する

耐震設計審査指針J!ζ基づき審査が行なわれる。すなわち、具体的には、原子炉胞設

が機能上の重要性lζ応じてん B及びCの3クラスlζ分類され、さらにAクラスのうち



ι一)…一一一一一一一一一一一一一
. . -
特lζ:!lJ:!1J!な』白設がAsクラスとされていること、各クラスの施設が重要度!こ応じて想

定されるJ色iITJJ及び地震JJ以外の荷重の必要な組合せに対し耐えるよう設計されるこ

ととなっている。迎物、構築物はj反則として問締法!こするとともに、霊安なZ宝物、祷

築物は原則として岩盤lζ支持さぜるとしている。

'e
・

2号炉については上記務査指針lこ基づいて審査を行った結果、十分な耐震性

由ERF{耳:さ;j'l ることを1i'r1i~忍しに。

「臼 1， 
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5. 1. 3 地震カタログ間の比較 、U

敷地 IC震度IV程度を与えたと推定される過去の地震のうち、 「日

本被害地震総覧」及び「宇佐美カタログ (1979)jと「宇津カタ

ログJ、 「理科年表」、 「地震月報j(13)との悶で地震規模、震央位

置に差異が認められる地震は第 5.1. 3表IC示す 5個の地震である。

乙れによると、地震カタログ悶の差異は小さく、敷地lζ与える影

!f.も小さいので、これらの地震の規模及び震央位置については「宇

佐美カタログ (1979)jによるものとする。

5. 1. 4 地震動強さの統計的期待値

P 

地震動強さの統計的期待値を求めた代表的なものとして、河角マ

ッフ・(8)及び金井マッフ・(14)がある。

-河角が求めた 75年間、 100年間及び200年間の探準地盤での加

速度期待値並び IC金井が求めた 75年I旬、 100年間及び200年間の

基盤での速度期待値をそれぞれ第 5.1. 7図、第 5.1. 8図IC示す。た

だし、統計年間は河角マップでは西日本は 1350年、東北日本は

1120年、北海道は160年である。また、金井マップでは西日本は

1290年、東北日本は 1140年、北海道は220年である。

ζ れとは別 IC第 5.1. 1図lζ示される地震のうち、震央距離200加1

以内の地震によって、敷地の基盤ICもたらされる最大速度振幅及び，

段;大加速度振幅を計算し第 5.1.'4表IC示す。これらの資料を基lζ、

以下IC述べる方法ICより、敷地での統計的期待値を求め、結果を第

5. 1. 9図及び第 5.1. 1 0図!と示す。

(1) 最大速度振幅の計算にあたっては金井式(句)を使用し、震源深さ

は飯田の余震体積半径D(16)・の 1/2を用いて算定する。

6-5-7 

( ; 

耳'IM¥
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このうち、 1792!í手殺点、の}~震回ぴ/ヲ'47耳官暗闇在沖の}~按

lてフャ¥l I在、可7日ア閣の差異時小守〈、 とれを!"7，号、し7ι 「日

本波宮Jte震箱、賓Jbl:ぴい「宇J在美刀ザ汀7、、 U979JJのJ1!:n費支見標、 号ぞ

央lIr置かろ誰iそ1>it 6穀jぞの差値トてお円A速度坂官はjぞの刀'Ju7" 

し:よる乙のJリ丈き y¥.

J' f--:.. 1ヲ40!if-紳蔵川沖のiゼ震Kつy¥'(目、 「日本放宮地震絡

噴J11グ「芋j左美カ?ログU97?)J の J~~聖域模、青空央.);1置かろJ!定

守刈る蚊Jtt の基I~ あげる ìt71~辰噛 J リ、 「陀震月報J~~ dる乙

のずX き〈高J る σ\ 布タ口f閣の差異 S~J毒しても、ノワ ~2 拝株高、

の北農↓くよゐ速度板宿よリ小さく基準陀束事1の紫足K第響"t#え

rJv¥. 

以上のミどから、 ;::litの34面の片目安KフV¥<の}て按規捜瓦ず震

央位置↓てつ Y¥1は「亨庇実力グf11"U'!7?) J ~て J 石 ι のとす h.
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J未成の]迦上によ ~lJ室町二つソて

;白充衛庁の害以~Jj:・ EL+ 40"(ん /<30タ[のムl安比ヒ后ってあ・人主零

椅尾羽l手図lこ庁、されヨよラ l二，穀j巴中夫苦f乙EL寸/0mt反ぴ ξl:f-，3/ t?1'l 

lこ藍把皮t->--L て吉'Z!f1 さ ?'It~ 0 

;4?f良勺ゴ下市11時ι会丘ったじ安定 Lた碕司)7Jくイ立上昇lまELナチ./札

イ鼓む1紋き ?Jl'~ ヴ、， FFl北丙j皮言葉存之さむ般地問尽力、ら j才， J切主杓

訴、況かづみて;事f定の遡上の可能A主}手阜、J。

港湾lこ屈しだ較把の一吉jγELナO'11lの岸壁じなフてお人ここ々 、

うお3程壌のj宇j認の組上力、;悲え五ill.~。 しマし，図lこ示す主51こ

岸壁更均 (EU3f/1t沖、ふ主零椅車絢布、u設置ざ71t"5整地面 (EJJ/0何

まて匂標高差点7明 1あ lj F更に，て勺庶I'J立た術的、広対面てj持く，
中間lこ ELナd..s-711.勺整地酒色tフ階的か農地用状、色(jlて、Jる

ことに，岸壁かふ主審構邑物ま亡、の忠雄手む1f尾ナ5ι，佼lこ岸壁か

うあ5イ撲の;械の遡上々布フF:.とLてち，主零椅阜4均げ設置され3

ELナ /0-711.までて婦警りさ及尚、ばぎれ-i1.ノ朗建戻J<!:;J:ソ。
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v 黒松内西方及び巌岱西方のリニアメントについて
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昭和 59年 4 月 24日
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/. 5互松内面すのリニアメ"/1-( L-30) 

イ文献調査

下日本の活断滞jて同、事そ広内町田方の賀走1Iμ)下流

刊中の陶工}ft{;~Æ差マ殿内lq の中)flëvcf h NtVW-

SS E -;J伺の長マδ慨を「活断宥γめるど推定で1ll1i1&

の(lfi実!f][)Jピレてf下レ、断J害脅さ「黒松内町t前者」

ヒq'1ブげ7凶ゐ.前;菅w穏↓前世阿君差足ぴ草子却の連続。、
灼リ、 ¥J;J巴斜面の献芦川断層の?総側主県茨J主

菅""t10 7Itどし1~\h. 

ロ.~坤写真判耐来
堂中写真判献に亡HUef-"、 「百本の活断層j1て示されて

L¥るものどほぼ同U、担置に、 s"R瞭月(]IL、長ざ約Z同>>-が

tヤコ仰の 1)::::アX.>トが2)ド認めらえ(ゐ， リ=アメ〉トmA主

置を坊/図』て示す。リニアX"/ト ~ét、心地斜面の商摩万三連

j安部、 flf菌5}Jぴ、定tt'の児ffJ/J、のfJ?τ山る.

ハ間決Iぜ質照査のJ結果
尽な内曲ずのリ二アλ〉ト周辺の肥質図を業Z図lて示す.

td 1;'， ;t里噴層序ld/0在弁の 1J巴質図市「斉点PJ、 「長在

古PJ1-:.革調{レている.

感問団寸のリニrx.>ト村立K困、古平昇芝居iて担当す
る制御のむ岩、殿内層の下部層のJ疑問牒岩、庁、

口11/噴出枕著の凝灰角採若尽ぴ、既j成果暦lて担当する累款

内音E貴広判の安心若がi7t相l"，'(いる a



• 

1) ニ rx> ト汀 i立にほ、断層↓昔前めら札V~ J官官反ぴ1也

管構造よの要掃仁認められQv¥. )1-ート'(''17・(原縮尺

1/な5、0ζり)を顎3図Lてff.-ず，

ニ、仔価

リニ了Xシト iず、ザロlI/U責t籾層と黒松内J曹の下部君、

古IU経層、黒松内缶p責tl¥物どの肉質境府守近に位置しTお

リ、 リニアメメほ、岩貨の重いlて基づ‘〈差別使命Z反吠

L T，ιのk判断する.

-2-
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. 

Z.東皆、田亨のリニアX>ト(L -31> 

イ. 文献‘調宜

T目J患の活断T居Jて"は、黒松内町南曲の時1のズlljの市

況君、。黒松内川の中派』てをゐlヨぽν--:)す伺の長1.JfJ z仰
を「活断者の疑のめbりニTX'/ト(雄実演1Jl)J t~和

国 lて示し T 山るが菌Î~害晶、表守、活動賞、断居7静侍等に

ついマは:責斜魚K前寄託しマいQ"V¥o 

日宮中写真刊誌倍呆

を中写真門前Lてよれば、 「日本の活断宥J~て示守オt"( 

いる乙のと日ぽ同じ岨置を経7、南才の貴志首P町如来iて

fhiぞき約るk施、J1fJ~来~JI のリニア，X>-ト方、問、めら1li.る.

¥)こJX>トの位置を第rof¥j末す.リニアギ〉トぽ、 丘陵
斜面の産ポ姥形、直線~;(の涯、持卸、商友不連続押等刀、

らrJフマレ1る。

ハf望者j担質wl堂の崩果

成tf曲ざのリ=アX-;ト回辺の党質国t~存 Z 図』てft. す，

ず~h'、、児賞者庁ぽ10石々の Itぞ質国埴 T舟都」、 T長Z

百戸JLて芽執lしT川ゐ，

煮詰曲者のリニアXニト付近ては、布11縫屠の.!{f山岩滞岩、

がロ111n責ft判層の丈砕省、瀬棚害の下静暑の堆積岩が1T

和していん。

リニアX'/トlぜザ日)'1時t;Ulll月 i政‘ l~ 位置レ7 おリ 1) = 

アX>ト岡iJIで‘i昔、 d箇11tt'/Jtr菅野蹟 (，vo. @‘@‘@、@)

-3ー
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が認めJ}WL t'(ず、 ，:: J/{ ~の断/官 i1F A立置、走何、 J虞材ガ

i;;f-(fLv、Iく星放す五己のずはrJv'¥.とのクIj1)ニアx>

トが票、松内1'1を棟前すA叶τ'rd:¥ I =.1)( >ト lてほぼ平行す

る断宥 (/(o.@))友グ直女する邸f層(M:?⑬)が誌のろJ/i

る. 干のうろ、 iJ=アベJト}て平行する町署lくつnてほその

延長野のゲロド|噴出期中lくは断居ぽ認めの，jLはい。

リニ7火山村北κほ、応質疋ぴ、だ質構造Lの異常も認

めらlIUdv¥. )し-~ ;('1 r ( ll!..，倍丈ゆ1-51ω) を葬3図』て
ネず，

二、評 j面

リこlX>ト同差別便投』てよフ 7WoJ，‘芝、lir-c tのど解
筑ぞれ五.

ー -4
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明脱皮 lのリニアメシト
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